
通
常
国
会
に 

関
連
法
案
を
提
出

─
─
昨
年
末
、
信
用
保
証
制
度
の
見

直
し
案
が
固
ま
っ
た
。
制
度
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
は

　

中
小
企
業
庁
の
「
中
小
企
業
政
策

審
議
会
」（
中
政
審
）
の
基
本
問
題

小
委
員
会
は
昨
年
12
月
20
日
、
信
用

保
証
制
度
の
見
直
し
案
を
報
告
書
に

ま
と
め
た
。「
信
用
保
証
協
会
の
必

要
十
分
な
信
用
供
与
」「
金
融
機
関

の
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
」「
中

小
企
業
の
自
主
的
な
経
営
向
上
へ
の

取
組
み
」
の
三
つ
の
目
的
を
同
時
に

実
現
す
る
こ
と
が
制
度
改
正
の
趣
旨

だ
。
報
告
書
を
ふ
ま
え
、
経
済
産
業

省
は
中
小
企
業
信
用
保
険
法
お
よ
び

信
用
保
証
協
会
法
の
改
正
法
案
を
今

年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
。

　

制
度
改
正
の
お
も
な
ポ
イ
ン
ト
は

三
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
金
融
機
関
の
プ
ロ
パ

ー
融
資
と
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付

き
融
資
の
「
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
」
の
仕

組
み
の
導
入
だ
。「
責
任
共
有
制

度
」
の
保
証
割
合
（
80
％
）
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
変
え
な
い
が
、
金
融
機

関
が
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き
融

資
に
プ
ロ
パ
ー
融
資
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
て
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融

機
関
の
双
方
が
適
切
に
リ
ス
ク
を
分

担
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
。
リ
ス

ク
シ
ェ
ア
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た

め
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
承
諾
時

に
お
い
て
、
各
金
融
機
関
の
プ
ロ
パ

ー
融
資
残
高
を
信
用
保
証
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
開
示
す
る
仕

組
み
も
導
入
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

二
つ
目
は
、
危
機
時
に
利
用
さ
れ

て
い
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

制
度
」
の
改
正
だ
。
具
体
的
に
は
、

不
況
業
種
向
け
に
利
用
さ
れ
て
い
る

１
０
０
％
保
証
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
保
証
５
号
」
を
見
直
し
、
保
証

割
合
を
一
律
80
％
に
引
き
下
げ
る
。

同
時
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東

日
本
大
震
災
な
ど
の
大
規
模
な
経
済

危
機
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
（
１
０

０
％
保
証
）
を
つ
く
る
。

　

三
つ
目
は
、「
創
業
支
援
の
充

実
」
お
よ
び
「
小
規
模
事
業
者
向
け

の
資
金
繰
り
支
援
の
拡
充
」
と
い
っ

た
施
策
の
実
施
だ
。
創
業
者
向
け
の

１
０
０
％
保
証
で
は
、
限
度
額
を
１

０
０
０
万
円
か
ら
２
０
０
０
万
円
に

倍
増
。
ま
た
、
小
規
模
な
企
業
を
支

え
る
た
め
、
従
業
員
20
人
以
下
の
小

規
模
事
業
者
向
け
の
１
０
０
％
保
証

の
限
度
額
を
１
２
５
０
万
円
か
ら
２

０
０
０
万
円
に
拡
充
す
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
施
策
に
加
え
、

「
保
証
付
き
融
資
先
の
経
営
改
善
支

援
」
に
も
取
り
組
む
。
こ
れ
ま
で
、

業
況
が
悪
化
し
て
い
る
保
証
付
き
融

資
先
の
経
営
改
善
は
、
金
融
機
関
や

信
用
保
証
協
会
の
支
援
の
手
が
十
分

に
回
ら
ず
、
放
置
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。

条
件
変
更
を
繰
り
返
し
て
い
る
中
小

企
業
の
経
営
を
改
善
す
る
た
め
の
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、「
金
融
機
関
が
中
小
企
業

を
十
分
に
支
援
し
な
い
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
措
置
」（
自
民

党
議
員
）
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
具
体

的
に
は
、
中
小
企
業
が
Ａ
銀
行
を
通

じ
て
Ｘ
信
用
保
証
協
会
に
信
用
保
証

協
会
の
保
証
付
き
融
資
を
申
し
込
ん

だ
も
の
の
、
Ａ
銀
行
に
断
ら
れ
た
場

合
、
Ｘ
信
用
保
証
協
会
が
Ｂ
銀
行
を

紹
介
し
て
企
業
を
支
援
す
る
取
組
み

を
促
す
こ
と
が
急
遽
、
報
告
書
に
盛

り
込
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
、「
現
在
は
検
討
中
の
段

階
」（
中
小
企
業
庁
）
だ
が
、
低
金

利
環
境
下
に
お
い
て
金
融
機
関
・
企

業
双
方
に
と
っ
て
割
高
に
な
っ
て
い

る
保
証
料
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

─
─
な
ぜ
、
信
用
保
証
制
度
を
見
直

す
こ
と
に
な
っ
た
の
か

　

自
民
党
が
２
０
１
５
年
６
月
に
発

表
し
た
「
日
本
再
興
戦
略
改
訂
２
０

１
５
」
お
よ
び
同
時
期
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
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米
国
経
済
の
見
通
し
に
変
化
も

「
他
国
に
移
転
し
て
米
労
働
者
を
解
雇
す
る
よ
う

な
企
業
は
、
き
わ
め
て
重
い
国
境
税
を
支
払
う
こ

と
に
な
る
」
│
│
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任
前

の
１
月
11
日
の
記
者
会
見
で
「
国
境
税
」
に
つ
い

て
言
及
し
た
こ
と
で
、
世
界
中
に
波
紋
が
広
が
っ

て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
公
約
で
あ
る
１
０

０
日
行
動
計
画
に
は
、「
企
業
が
海
外
に
移
転
し

て
労
働
者
を
解
雇
し
た
り
、
逆
輸
入
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
関
税
を
設
け
る
」
と
明
記
し
て
あ
り
、
こ

の
「
関
税
」
を
「
国
境
税
」
に
読
み
替
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
い
う
国
境
税
の
中
身
は
必
ず
し
も
明
確
で
は

な
い
た
め
、
市
場
関
係
者
の
間
で
は
、
共
和
党
の

法
人
税
改
革
に
お
け
る
「
国
境
税
調
整
」（
税
の

国
境
調
整
）
案
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
６
月
、
下
院
共
和
党
税
制
改
革
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
企
業
の
海
外
移
転
を
阻
止
す

る
施
策
と
し
て
国
境
税
調
整
を
提
示
し
た
。
こ
こ

で
い
う
国
境
税
調
整
と
は
、
製
品
が
最
終
消
費
国

で
課
税
さ
れ
る
と
考
え
る
「
仕
向
地
主
義
」
を
採

用
し
、
米
国
企
業
の
法
人
税
の
計
算
に
あ
た
っ
て
、

米
輸
出
企
業
の
海
外
売
上
高
や
米
輸
入
企
業
の
海

外
仕
入
原
価
を
ゼ
ロ
に
し
て
計
算
す
る
も
の
。
輸

出
企
業
は
海
外
売
上
高
が
ゼ
ロ
に
な
る
た
め
、
課

税
ベ
ー
ス
が
縮
小
し
、
税
引
後
利
益
が
増
加
す
る

一
方
、
輸
入
企
業
は
海
外
仕
入
原
価
が
ゼ
ロ
に
な

る
た
め
、
課
税
ベ
ー
ス
が
拡
大
し
、
税
引
後
利
益

が
減
少
す
る
仕
組
み
だ
（
図
表
）。

　

日
本
の
よ
う
に
消
費
税
を
導
入
し
て
い
る
国
は

輸
入
品
に
消
費
税
を
課
す
一
方
、
輸
出
品
に
対
し

て
は
輸
出
企
業
が
原
材
料
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
購

入
時
に
支
払
っ
た
消
費
税
を
還
付
し
て
い
る
。
連

邦
で
の
消
費
税
の
な
い
ア
メ
リ
カ
か
ら
す
れ
ば
、

消
費
税
導
入
国
は
輸
出
に
補
助
金
、
輸
入
に
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
が
課
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
米
国

製
品
の
国
際
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る
要
因
と
の
不

満
が
強
か
っ
た
。
共
和
党
は
以
前
か
ら
「
直
接
税

の
還
付
が
国
際
競
争
上
必
要
」
と
主
張
し
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
米
紙
で
共
和
党

案
の
国
境
税
調
整
が
「
複
雑
す
ぎ
て
好
き
で
は
な

い
」
と
も
話
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
を
う
け
て
、

下
院
歳
入
委
員
会
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
委
員
長
は
「
米

企
業
の
国
外
移
転
を
阻
止
す
る
た
め
に
国
境
税
調

整
が
必
要
」
と
ふ
た
た
び
訴
え
、
法
案
化
を
急
ぐ

構
え
を
み
せ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
下
院
共
和
党
と
で
国
境
税
を
巡
る
考
え

方
に
相
違
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
今
後
、
両

者
間
で
す
り
合
せ
が
行
わ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

大
統
領
選
後
の
ト
ラ
ン
プ
相
場
に
沸
い
た
市
場
で

は
、「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
国
境
税
に
言
及
し
始

め
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
見
通
し
の
前
提

が
変
わ
っ
て
き
た
」（
み
ず
ほ
証
券
大
橋
英
敏
チ

ー
フ
ク
レ
ジ
ッ
ト
ア
ナ
リ
ス
ト
）
と
、
市
場
関
係

者
の
警
戒
感
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

世
界
経
済
の
減
速
圧
力
に

　

国
境
税
調
整
が
導
入
さ
れ
る
と
理
論
上
、
短
期

的
に
は
ア
メ
リ
カ
が
輸
出
増
・
輸
入
減
と
な
り
、

経
常
収
支
赤
字
が
改
善
さ
れ
て
ド
ル
高
に
向
か
う
。

そ
し
て
、
ド
ル
高
を
通
じ
て
徐
々
に
輸
出
減
・
輸

入
増
と
な
り
、
中
長
期
的
に
は
経
常
収
支
が
均
衡

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
経
常
収
支
が
均
衡
に
至
る
ま
で
に
、

「
世
界
や
ア
メ
リ
カ
の
経
済
が
著
し
い
ド
ル
高
や

輸
入
物
価
の
上
昇
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
言
及
し
始
め
た
「
国
境
税
」。
共
和
党
案
で
は
「
国
境
税
調
整
」
と
呼
び
、

米
国
企
業
の
国
内
生
産
回
帰
を
促
す
政
策
だ
。
具
体
的
に
は
、
法
人
税
の
計
算
に
あ
た
っ
て
輸

出
企
業
の
海
外
売
上
高
や
輸
入
企
業
の
海
外
仕
入
原
価
を
ゼ
ロ
と
し
て
計
算
す
る
も
の
で
、
輸

出
企
業
は
税
引
後
利
益
が
増
加
す
る
一
方
、
輸
入
企
業
で
は
税
引
後
利
益
が
減
少
す
る
仕
組
み

だ
。
こ
の
税
制
が
導
入
さ
れ
る
と
著
し
い
ド
ル
高
を
招
き
、
新
興
国
や
米
国
経
済
を
減
速
さ
せ

か
ね
な
い
。
市
場
関
係
者
は
早
く
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
政
策
執
行
に
戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
。

市
場
が
恐
れ
る

ト
ラ
ン
プ
政
権
の「
国
境
税
」
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大
型
減
税
や

規
制
緩
和
に
は
言
及
せ
ず

　

市
場
は
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
の
就

任
演
説
を
、
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
選
挙
公
約
の
う

ち
、
昨
秋
の
大
統
領
選
の
直
後
か
ら

の
「
ト
ラ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
原
動
力

と
な
っ
た
①
大
型
減
税
、
②
大
規
模

イ
ン
フ
ラ
投
資
、
③
規
制
緩
和
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
内
容
を
把
握
す
る

手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
待
ち
構
え
て
い
た
。
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ

は
こ
の
２
カ
月
間
で
急
上
昇
し
、
史

上
最
高
値
を
更
新
し
て
一
時
は
２
万

㌦
に
迫
っ
た
。
そ
れ
で
も
高
値
警
戒

感
を
指
摘
す
る
声
は
少
な
く
、
就
任

演
説
を
新
た
な
買
い
材
料
と
し
て
相

場
の
一
段
高
を
期
待
す
る
強
気
な
ム

ー
ド
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
就
任
演
説
。「
私

た
ち
は
、
新
し
い
道
、
高
速
道
路
、

橋
、
空
港
、
ト
ン
ネ
ル
、
そ
し
て
鉄

道
を
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
国
の
至
る

と
こ
ろ
に
つ
く
る
だ
ろ
う
」
と
の
新

大
統
領
の
言
葉
に
、
市
場
は
大
規
模

イ
ン
フ
ラ
投
資
へ
の
期
待
を
高
め
た
。

し
か
し
、
大
型
減
税
や
規
制
緩
和
に

は
言
及
が
な
か
っ
た
。
市
場
は
こ
れ

ら
「
マ
ク
ロ
の
経
済
政
策
」
の
手
が

か
り
を
期
待
し
た
が
、
就
任
演
説
は

通
商
関
連
の
「
ミ
ク
ロ
の
産
業
政

策
」
の
話
題
（
後
述
）
に
終
始
し
た
。

こ
の
た
め
就
任
演
説
当
日
（
１
月
20

日
）
の
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
や
米
長
期
金
利
、

ド
ル
は
い
ず
れ
も
小
動
き
に
と
ど
ま

っ
た
。

　

ま
た
、
就
任
の
数
日
前
に
は
「
ト

ラ
ン
プ
氏
の
対
中
姿
勢
は
軟
化
し

た
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
選
挙
戦
で
の

ト
ラ
ン
プ
氏
の
言
動
を
受
け
「
大
統

領
就
任
初
日
に
も
中
国
を
為
替
操
作

国
に
指
定
す
る
」
と
の
観
測
も
あ
っ

た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
ま
ず
は
対

話
す
る
」
と
姿
勢
を
軟
化
さ
せ
た
。

就
任
日
に
為
替
操
作
国
の
指
定
は
な

く
、
演
説
で
も
中
国
の
名
指
し
批
判

は
避
け
た
。
過
激
な
言
動
を
一
部
は

封
印
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
よ
り
現
実

的
な
姿
勢
を
見
せ
始
め
た
こ
と
は
市

場
に
好
印
象
を
与
え
た
。

　

今
後
、
数
カ
月
以
内
に
、
市
場
が

ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
は
就
任
演
説
で
「
雇
用
を
取
り
戻
す
」
と
繰
り
返
し
、
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
投
資

も
示
唆
し
た
。
完
全
雇
用
下
で
規
制
緩
和
よ
り
も
景
気
刺
激
策
が
先
行
す
れ
ば
、イ
ン
フ
レ
加
速
、米

長
期
金
利
の
上
昇
は
不
可
避
だ
。
し
か
も
新
政
権
は
ド
ル
高
を
容
認
す
る
模
様
だ
。
日
本
銀
行
か
ら

は
「
米
経
済
成
長
の
加
速
が
ド
ル
高
に
つ
な
が
る
」（
黒
田
総
裁
）
な
ど
、幹
部
の
相
次
ぐ
踏
み
込
ん

だ
言
動
が
目
立
ち
始
め
た
。
政
策
変
更
に
向
け
た
「
市
場
と
の
対
話
」
の
開
始
と
考
え
ら
れ
る
。
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